
総合病院の病棟/外来での実務経験と看護実践を活かし、様々な看護の役割について概説する。実 務 家 教 員 科 目



総合病院の病棟/外来での実務経験を活かし、看護の対象を理解するための基礎理論を概説する。実 務 家 教 員 科 目



精神科病院の病棟実務経験を活かし、看護師としてのコミュニケーションについて指導する。講義や演習 においては実務経験で体験した様々な場面での事例を使いながら、
問題点や注意すべき点を解説する。

実 務 家 教 員 科 目



総合病院の脳外科・内科・手術部での臨床経験を活かし、看護を提供するために必要な基本的な知識と技術を指導する。
実務での経験をもとに具体的な事例を紹介し、根拠に基づいた看護技術の習得を支援する。

実 務 家 教 員 科 目



総合病院・大学病院の病棟実務経験を活かし、看護技術（主に検査・治療に伴う援助技術）の基礎について指導する。講義・演習においては看護実践を行うために必要な観察と検査・治療を
受ける対象者の心理、人体の構造機能等の既習知識に裏付けられた安全で正確な看護技術の方法を実務で経験した事例を交えながらイメージしやすいよう展開する。実 務 家 教 員 科 目



総合病院における臨床経験を活かし、対象者の健康状態を把握するために必要なアセスメントの基礎について指導する。
講義および演習では複数の事例を提示し、観察技術や思考力など看護実践へつなげられるよう教授する。実 務 家 教 員 科 目



総合病院での実務経験を活かし、看護実践のための看護過程の基本的なプロセスを展開しながら、対象者を生活者として、看護の視点からアセスメントし、
対象の個別性や強みを活かした看護援助の展開方法基礎について指導する。実 務 家 教 員 科 目



実 務 家 教 員 科 目 地域での保健師・看護師の経験に基づき、地域看護及び在宅看護について概説する。



実 務 家 教 員 科 目
地域での保健師・看護師の経験に基づき、地域で暮らす療養者と家族が、
在宅療養を継続できるための看護援助について教授する。
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